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大坪川流域林道に分布する下部白亜系日奈久層（アプチアン
から産出したEpicheﾉoniceﾉ-asについて鵜

村上浩二器茶

はじめに

八代地方日奈久帯の下部白亜系日奈久層から産

出した〃'ichelonice'1“について報告する｡すでに

村上(1996)において，吻なﾙe〃"iceﾉ．“が日奈

久層から産出することは報告され，日奈久層の~'て

部層がアプチアンであることは知られていた．こ

の個体は球磨川河畔の採石場や川口北方の露頭の

連続性が不明瞭なところからの産出であった．

今回，熊本県八代市日奈久地区東方，大坪川流

域林道の連続した地層から他のアンモナイトとと

もに新たに疎jicﾙeん"iceﾉ･“が産出し，層序対比c

有効な情報が得られた．

大坪川流域林道のアンモナイト

大坪川流域林道には泥岩及びその上位に重な

る砂岩泥岩の互層からなる連続露頭が2I0niIこ

渡って観察される．今回，このセクションの暑

層準からアンモナイト化石が産出した（図1>‐
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図l大坪川流域林道セクションの柱状図と主なアンモナイト化石の巌川屑準1,Desﾙ"》esilessp.;2,Pseudohaplocerassp.;3
Epic舵ﾉ｡"jcerassp.;4,ProcﾉK'loniceﾉ”Jsp．
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1*12H奈久屑から産川した即lichelonice′“.圧ｲfともに波
された状態で係作が良くはないが，とげを持つ様-fがわか
る．雌地は左が0082.ffが4242．産地は村上(1996
を参照．スケールバーは1cm．

これらの化石は.II冊灰色シルト質泥岩に特徴的に

含まれる.この泥岩にはほとんど胴理が発達せず

ウニ化石を普通に伴い，まれに二枚貝化石も含ま

れる．二枚貝化石は，そのほとんどが合弁で唯|」

する．このような観察結果から，波浪の影緋の少

ない堆積場が推定される．

II余久層産出のEpicﾙeﾉoniceﾉ･“は図lに見ら才

るように，腹部の強い肋が特徴であり，復元した

生体はかなりの大きさがある．｜|卿部から腹部にか

けてのところに特徴的なとげが発達している．ま

た，球磨川沿いの採石場でも産出し，強弱の肋や

とげが識別できる（図2)．決して保存がよいも

のではないが，即/c力e/oniceﾉ･“の特徴を|ﾘl脈に示

している．

日奈久層の年代

Casey(1961a)はイングランド南方ケント

地方の~F部n#紀LowerGi℃ensancl胴より

Cheloniceﾉas{Epichelo"jceras)を記放し，アプチア

ン上部の下部を特徴付けるものとしている．

Epicﾙeん"i“ﾉWSはフランスの棋式地およびメキ

シコにおけるアプチアンI[I部の承帯化石純とされ

る(Ropoloeta1.,2008.Barraganetal.,2005)

従って，本属とDesﾙのesiles,Pse"伽ﾙ叩hceﾉ･“

を含む日奈久届下部膳は，アプチアンの標準地域

とされるフランスやメキシコの同時代の堆職物;:‐

比,'l暁でき，時代はアプチアン中部から下部と考え

られる．

m内においては，かつてObata(1969)t

宮古層群平井賀隅下部（アプチアン）方

らEodouvilleiceﾉ鄭“として記職したものは

"北ﾙeﾉonicerasとみなされること(Vincentel

al..2010),また，銚子層群西明浦屑（アプヲ

アン）からもその産出記録がある(Obalaand

Matsukawa,2007)ことから，これらの堆械鞍

と対比することができる．
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